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2004年 4月 3日に北京において日本・中国・韓国（以後「日中韓」という）
の IT 担当局長が署名したメモランダムと、同時開催された第１回北東アジア
OSS 推進フォーラムの成果を受け、日中韓各国でオープン・ソース・ソフトウ
ェア（以後「OSS」という）を推進する代表者は、日中韓の OSS推進の状況を
確認し、日中韓の今後の協力に関する共通認識を得、2004 年 7 月 28 日開催の
札幌会合において共同でワーキンググループ（以後「ＷＧという」）を設置し、

共同で運営することに合意した。 
 
 北東アジアＯＳＳ推進フォーラムは 2004年 12月 2日、ＷＧワークショップ
を開催し、ＯＳＳのそれぞれの分野における具体的な日中韓協力計画を決定し

た。各ＷＧは詳細な協力項目について議論し、次のとおり計画を実施すること

に合意した。 
 
－WG1． 
１）次の技術分野において協力する。 

    デスクトップＬｉｎｕｘ 
    Ｌｉｎｕｘとその他のＯＳＳのベンチマーク評価 
    オペレーティングシステムのセキュリティ 
２）次の３分野において評価を実施し、結果を共有する。 

    中国－デスクトップＬｉｎｕｘ 
    日本－Ｌｉｎｕｘとその他のＯＳＳのベンチマーク評価 
    韓国－オペレーティングシステムのセキュリティ 
３）評価の結果に基づき、協力開発の対象と方法の議論を継続する。 
４）進捗確認のために 3ヶ月毎に情報交換を実施する。 

 
－WG2． 
１）本ＷＧは、調査とコンテストのための２つのタスクフォース（以後「Ｔ

Ｆ」という）を設置する。 
２）ＴＦ１は、ＯＳＳの教育と研修に関する目的、手法、範囲、成果共有の

方法等の調査の枠組みを定める。また、本ＴＦは「貢献者」とその計測手法

を定義し、貢献者の増加のための手段を講ずる。 
３）ＴＦ２は 2005年北京フォーラムへの準備としてＯＳＳコンテストの計画
を開始する。 
４）ＷＧ２憲章を制定した。 

 



－WG3． 
１）ＷＧ３憲章を制定した。 
２）ＷＧ３の指示書(directive)を作成するドラフティングコミッティを設置す        

ることを決定した。 
３）次の領域について短期活動項目を定義した。 
インプットメソッド、標準化のための人材の育成、組込みＬｉｎｕｘ、  

Ｗｅｂデータのインターオペラビリティ 
 
 
 上記の項目を推進するため、各ＷＧはそれぞれの活動計画を 2005年第１四半
期内に決定し、それについて 3ヶ国で情報交換する。 
 
 北東アジアＯＳＳ推進フォーラムは今後のフォーラムを原則として 1 年に１
度開催することとした。 
 
 第４回北東アジア OSS推進フォーラムを 2005年 8月に中国で開催する。具
体的日程は主催国により変更されることがある。 
 
 日中韓の代表者は、第 4 回北東アジアＯＳＳ推進フォーラムに向けて、各Ｗ
Ｇでの積極的な成果が得られるよう協力し、国際的なＯＳＳ推進に対し、さら

なる貢献を継続することを確認した。 
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